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昭和59年度百讐蒲醤素 

議 会 費 6, 640) 1! 1 2.2% A16.3% 
総 務 費 3億3,489万円 11.3% A 5.1% 

民 3億3.679万円 11.4% 9.3% 
衛 生 費 3億7,657万円 12.7% A21 .2% 

労 働 費 1,015万円 0.3% A 0.6% 
農 林 水 産 業 費 3億9,065万円 13.2% 34.2% 

商 エ 費 9,040万円 3.1% 112. 1% 
土 木 費 1億9.022万円 6.4% A23.7% 

消 防 費 1L6.124i1F'] 5.4% A 0.4% 
教 育 費 6億9 ,487)1l'J 23.5% 46.0% 
災 害 復 	IF! 費 0 皆 	減 

公 借 費 3億 718万円 10.4% 10.1% 

諸 支 出 金 0 皆 	減 

予 備 費 300万円 0.1% 
合 引・ 29億6,236万円 100.0% 8.0% 

歳‘ 	 入 了 算 額 構成」七 増戒． 

」
  

5億2,666力円 17.8% 11.3% 
」也 	方 	譲 	与 	税 4,450万円 1.5% 8.5% 
自動小取得税交付金 2,550万円 0.9% 6.3% 
地 方 交 付 税 11億9,500万円 40.3% 0.5% 
交通安全対策特別交付金 90万円 0% A 0.4% 
分担金及び負担金 3,660万円 1一 2% A17.7% 

使用料及び手数料 5,919万「月 2.0% 8.7% 

N 	l'ii 	支 	出 	金 1億6,533万円 5.6% A23.8% 

県 2億4,616)1円 8.3% 85.0% 

財 	産 	収 	入 295万円 0.1% 34.0% 

繰 	入 	金 9,279万「リ 3.1% 42.0% 
繰 	越 	金 500万円 0.2% A75.0% 
諸 	収 	人 3,758万円 1.3% 0.9% 

町 5億2,420万「り 17.7% 19.0% 

合 29億6,236万円 100.0% 8.0% 

昭和59年4 月号 	（第216号） 

金
木
町
の
今
年
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
と
な
る
当
初
予
算
が

三
月
定
例
町
議
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
 

一
般
会
計
は
二
十
九
億
六
千

二
百
三
十
六
万
円
と
、
前
年
度

に
比
べ
て
八
％
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
金
木
中
学
校

の
建
設
事
業
費
の
延
び
に
よ
る

も
の
で
、
財
政
の
状
況
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
 
 い

ま
す
。
 

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
に
八
億
六
千
六
百
五
十
九

万
円
、
水
道
事
業
に
二
億
三
千

三
百
三
十
三
万
円
、
老
人
保
健

に
四
億
二
千
四
百
十
五
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
予
算
を
も
と
に
、
 

歳
入
で
は
、
国
や
県
に
依
存
 
 町

民
福
祉
の
向
上
と
町
勢
の
発

展
を
図
る
た
め
各
種
の
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
 

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
な

ど
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
る
の
か
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

し
て
い
る
依
存
財
源
が
二
十
一
一
 
 歳

出
の
目
的
別
内
訳
を
兄
る

と
、
金
木
中
学
校
建
設
事
業
費

四
億
八
千
五
百
万
円
を
含
む
教

合
鼻
（
が
ト
ップ
で
六
億
九
十
四
百

八
十
七
万
円
、
全
体
の
ニ
ニ
・
 
 五

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い

で
、
新
農
業
構
造
改
善
事
業
補

助
金
九
千
ニ
百
五
十
万
円
な
ど

の
農
林
水
産
業
費
、
公
立
金
木

病
院
負
担
金
一
億
六
千
四
百
万

円
な
ど
の
衛
生
費
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
ニ
千
三

百
四
十
五
万
円
な
ど
の
民
生
費

の
順
で
続
い
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
こ
れ
ら
を
性
質
別
に

見
る
と
、
ニ
ベ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り
道
路
工
事
費
な
ど
の
普
通

建
設
事
業
費
が
ト
ッ
プ
で
九
億

五
千
百
八
十
九
万
円
と
全
体
の

三
ニ
・
一
％
を
占
め
、
次
い
で
、
 

議
員
報
酬
や
職
員
給
料
な
ど
の

人
件
費
が
八
億
三
十
万
円
、
 一

部
事
務
組
合
負
担
金
な
ど
の
補

助
費
等
が
五
億
四
千
九
百
四
十

万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

(
  

2
9億
6
千
2
百
万
円
 

一
般
会
計
予
算
決
ま
る
 

億
百
五
十
九
万
円
と
、
歳
入
総
 
こ
れ
に
対
し
、

町
が
自
主
的

額
の
七
四
・
三
％
を
占
め
て
い
 
に

収
入
で
き
る
自
主
財
源
は
七

ま
す
。
そ
の
内
訳
は
表
に
示
し
 

億
六
千
七
十
七
万
円
、
ニ
五
・

た
通
り
、
地
方
交
付
税
が
十
一
 
七

％
で
、
そ
の
内
訳
は
、
町
税

億
九
千
五
百
万
円
、
町
債
五
億
 
が

五
億
ニ
千
六
百
六
十
六
万
円
、
 

二
千
四
百
二
十
万
円
、
県
支
出
 

繰
入
金
九
千
ニ
百
七
十
九
万
円
、
 

金
二
億
四
千
六
百
十
六
万
円
、
 

使
用
料
及
び
手
数
料
五
千
九
百

国
庫
支
出
金
一
億
六
千
五
百
三
 
十
九

万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

十
三
万
円
な
ど
が
主
な
も
の
で
 

す
。
 

す
。
 金

木
中
建
設
に
4
億
8
千
万
円
 

自
主
財

源
は

2
5%
 

0
 

0
0
 
(
H
yい
JO
、
 



性質別内訳 
区 	分 予 算 額 構成比 増減率 

人 	件 	費 8億 	30万円 27.0% 3.1% 

物 	件 	費 21取 .935万円 8.4% △15.2% 

維 持 修 繕 費 1,692万円 0.6% 23.1% 

扶 	助 	費 L327万円 1.5% △ 3.9% 

補 助 	費 	等 5億4,940万円 18.5% 6.1% 

出資及び貸付金 1,988万円 0.7% 1.0% 

積 	立 	金 0万円 0% 皆 	減 

繰 	出 	金 2,117万円 0.7% 7.8% 

公 	債 	費 3億 718万円 10.4% 10.1% 

普通建設事業費 9億5,189万円 32.1% 26.7% 

予 	備 	費 300万円 0.1% 

合 	 計 29億6,236万円 100.0% 8.0% 
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▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
木

地
区
）
の
建
設
事
業
に
二
千
三

百
四
十
六
万
円
 
マ
津
軽
北
部

老
人
福
祉
事
務
組
合
の
負
担
金

に
六
百
五
十
一
万
円
 
マ
西
北

五
精
神
薄
弱
児
施
設
組
合
の
負

担
金
に
百
七
十
八
万
円
 
マ
街

灯
の
修
理
や
新
設
に
ニ
百
二
十

五
万
円
 
マ
金
木
町
社
会
福
祉
 
 協

議
会
の
補
助
金
に
百
四
十

一

万
円
 
▽
老
人
ク
ラ
プ
の
補
助

金
に
ニ
百
十
六
万
円
 

▽
公
立
金
木
病
院
の
負
担
金
に

一
億
六
千
四
百
万
円
 
▽
成
人

病
検
診
の
委
託
料
に
六
百
九
十

八
万
円
 
▽
各
種
予
防
接
種
の

費
用
に
三
百
三
十
八
万
円
 
▽

結
核
検
診
の
委
託
料
に
二
百
十
 

→
エ
 

二
万
円
 
▽
健
旗
髪
業
豆
」料
に

百
三
十
二
万
円
 
▽
西
北
五
衛

生
処
理
組
合
の
負
担
金
に
三
干

八
百
七
十
一
万
円
 
▽
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
に
八

千
六
百
し
ト
六
万
円
 

▽
新
農
構
整
備
事
業
の
補
助
金

に
九
千
二
百
五
十
万
円
 
マ
広

域
農
道
の
整
備
促
進
事
業
に
六

千
百
三
十
万
円
 
▽
林
道

（
嘉

瀬
線
）
の
整
備
事
業
に
三
千
三

百
四
十
七
万
円
 
▽
農
免
農
道
 

（喜
良
市
地
区
）
の
整
備
促
進

に
六
百
四
十
四
万
円
 
▽
県
営

か
ん
が
い
排
水
事
業
の
補
助
金

に
六
百
五
十
五
万
円
 
▽
転
作

中
核
集
団
育
成
対
策
費
補
助
金

に
四
百
三
十
万
円
 
▽
転
作
特

定
作
物
振
興
対
策
費
補
助
金
に

百
五
十
万
円
 
マ
大
豆
の
定
着

化
促
進
活
動
事
業
の
補
助
金
に

百
八
十
万
円
 
▽
町
転
作
事
業

連
絡
会
議
運
営
費
の
補
助
金
に

百
四
十
万
円
 
▽
水
稲
育
苗
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
設
置
費
の
補
助

金
に
二
百
三
十
七
万
円
 
▽
農
 
 村

総
合
整
備
計
画
の
作
成
費
に

二
百
六
十
四
万
円
 
▽
部
分
林

の
間
伐
促
進
対
策
費
に
二
百
ト

九
万
円
 
▽
経
営
資
金
利
？r
補

給
補
助
（
災
害
農
業
経
営
資
金

な
ど
）
に
千
六
百
五
ト
九
万
円
 

▽
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
の

分
担
金
に
千
六
百
二
十
九
万
円
、
 

負
担
金
に
一
億
三
千
二
百
七
十

七
万
円
 
▽
消
防
団
員
の
報
酬

に
百
五
十
万
円
 
▽
小
型
動
力

ポ
ン
プ
の
購
入
に
百
五
十
万
円
 

▽
金
木
中
学
校
の
建
設
に
四
億

八
千
五
百
六
十

】
万
円
 
▽
中

央
公
民
館
の
補
修
工
事
に
二
百

八
十
万
円
 
▽
金
木
南
中
学
校

の
用
地
取
得
造
成
に
千
二
百
三

十
九
万
円
、
校
内
の
電
気
配
線
 

E
事
費
に
百
万
円
 

▽
道
路
新
設
改
良

（藤
枝
2
線

の
舗
装
な
ど
）
に
五
千
五
百
七

万
円
 
▽
橋
り
ょ
う
架
け
替
え
 

（
一
番
橋
）
に
二
千
九
百
万
円

▽
地
方
道
改
修
事
業
（
新
喜
良

市
線
）
に
二
千
四
百
三
十
三
万

円
 
▽
道
路
台
帳
の
整
備
委
託

料
に
二
千
四
十
万
円
 
▽
除
雪

対
策
に
八
百
八
十
三
万
円
 
▽

岩
木
川
堤
防
の
除
草
委
託
料
に
 
 百

七
十
六
万
円
 
▽
町
営
住
宅

の
管
理
に
五
百
四
万
円
 

▽
芦
野
公
園
用
地
の
購
入
費
に

四
千
四
百
四
十
二
万
円
 
張
芝

お
よ
び
東
屋
の
設
置
工
事
に
六

百
五
十
万
円
 
▽
金
木
町
商
工

会
の
補
助
金
に
ニ
百
五
十
万
円

▽
さ
く
ら
ま
つ
り
の
助
成
に
一
一

百
万
円
 
▽
夏
ま
つ
り
の
助
成

に
百
七
十
万
円
 

金木だよ‘) (2) 
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金木中学校建設予定地の金木貯木場 



全
議
案
を
可
決
閉
会
 

町
議
会
3
月
定
例
会
 

第
百
七
回
町
議
会
定
例
会
が

三
月
十
七
日
に
開
会
、
会
期
を

二
士
一
日
ま
で
の
六
日
聞
と
決

め
た
後
、
全
議
案
を
一
括
上
程

古
川
町
長
が
提
案
理
由
を
説
明

し
ま
し
た
。
 

十
八
日
は
議
案
熟
考
の
た
め

休
会
の
後
、
十
九
日
に
は
三
名

の
議
員
が

一
般
質
問
。
 二
十
一

ロ
に
は
予
算
特
別
委
員
会
が
開

か
れ
五
十
九
年
度
予
算
案
を
、
 

二
十
二
日
に
は
単
行
案
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
結
果
、
追
加

提
案
を
含
め
た
全
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

可
決
さ
れ
た
議
案
の
お
も
な

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

印
鑑
証
明
 

手
数
料
な
ど
 

引
き
上
げ
 

金
木
町
手
数
料
条
例
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
印
鑑
証
明
書
の

手
数
料
な
ど
が
四
月
一
日
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
は

迅
速
か
つ
正
確
性
が
強
く
要
求

さ
れ
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
 
 町

で
は
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
ー
処
理

や
印
鑑
証
明
杏
交
付
の
機
械
化

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
 

町
財
政
も
非
常
に
厳
し
い
折

柄
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
改
 

正
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。
 

（金
額
は

一
枚
当
た
り
で
す
）
 

◇
証
明
F
数
料

（印
鑑
証
明
、
 

資
産
証
明
、
身
分
証
明
な
ど
）
 

廿
百
円
が
ニ
百
円
に
 

◇
簿
書
の
謄
本
、
抄
本
ま
た
は

図
面
の
複
写
の
交
付
I
百
円
が

ニ
百
円
に
（
但
し
、
地
籍
図
、
 

集
成
図
の
青
写
真
に
限
り
F
円
）
 
 ◇

住
民
票
、
戸
籍
の
附
票
お
よ

び
図
面
の
閲
覧
・
五
十
円
が
一
一

百
円
に
 

◇
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附
票

の
写
し
の
交
付
I
百
円
が
ニ
百

円
に
（
但
し
、
二
枚
以
上
は
四

百
円
）
 

◇
印
鑑
登
録
証
の
交
付
お
よ
び

再
交
付
廿
百
円
が
ニ
百
円
に
 

町
職
員
の
定
年
が
 

《
、
！
 

《
，

】
 
】
  

！
ノ
！
‘
両
‘
 

今
ま
で
町
職
員
に
は
定
4
制
 

が
な
く
、
五
十
八
歳
で
退
職
を
 

勧
奨
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
方
 

一
 

(
 

公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
、
六

十
年
三
月
三
十

一
日
か
ら
定
年

制
が
敷
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
国
や
県
、
 

他
市
町
村
の
動
向
を
見
定
め
、
 

町
の
職
員
の
定
年
を
六
十
歳
と

す
る
ほ
か
、
定
年
退
職
の
特
例

や
再
任
等
に
関
す
る
条
項
を
含

め
た
「
金
木
町
職
員
の
定
年
等

に
関
す
る
条
例
」
を
定
め
る
こ

と
に
し
た
も
の
で
す
。
 

町
営
住
宅
使
用
料
も

八
ニ
一
％
 

町
営
住
宅
は
二
十
八
年
度
建
 

特
別
会
計
 

国
民
健
康
保
険
 

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
は
八

億
六
千
六
百
五
十
九
万
円
と
前

年
度
よ
り
四
千
九
百
七
十
五
万

円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
医
療
費
の
延
び
に
よ

る
も
の
で
す
。
 

歳
入
の
主
な
内
訳
は
、
保
険

税
三
億
一
千
七
十
四
万
円
と
岡

庫
支
出
金
五
億

一
千
百
ニ
ト
六

万
円
な
ど
で
す
。
 

歳
出
で
は
、
療
養
給
付
費
や

高
額
療
養
費
、
助
産
費
な
ど
の
 
 設

の
美
晴
聞
地
な
ど
．ニ
百
七
ト

八
戸
あ
り
、
住
宅
使
用
料

（家

賃
）
は
月
額
千
円
か
ら
二
万
五

千
円
と
、
建
設
年
度
等
に
よ
っ

て
差
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
五
十
五
年
度
ま
で

に
建
設
し
た
三
百
五
十
戸
に
つ

い
て
、
県
等
の
指
導
に
よ
り
、
 

現
在
の
物
価
の
実
情
に
対
応
し

た
使
用
料
へ
の
見
直
し
を
す
る

た
め
、
 「金
木
町
営
住
宅
使
用

料
及
び
徴
収
条
例
」
の
一
部
を

改
正
し
、
四
月
一
日
か
ら
住
宅

便
用
料
が
平
均
八
・
二
％
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

保
険
給
付
費
に
五
億
六
千
四
百

万
円
，
老
人
保
健
拠
出
金
二
億

五
千
九
百
六
十
万
円
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
 

k
》
首
玉
申
堂
”
 

フ
．、
ズ
て三
．う
！? 

〈収
益
的
収
支
予
算
〉
 

収
入
に
は
、
上
水
道
か
ら
の

収
益
と
し
て
八
千
九
百
五
十
四

万
円
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
八
千
六
百
七
十
六
万
円
な
ど

を
、
支
出
に
は
ポ
ン
プ
場
電
気

料

一
千
四
百
四
十
万
円
、
企
業

債
利
息
七
千
九
百
二
十
三
万
円

な
ど
、
収
入
支
出
と
も
に
二
億

百
十
四
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
 

そ
の
ほ
か
に
 

決
ま
っ
た
こ
と
ー
 

◇
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

（
第
八
号
）
 

◇
五
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（第
三
号
）
 

◇
五
十
八
年
度
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算

（
第二
号
）
 

◇
金
木
町
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
 

◇
金
木
町
火
葬
場
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

◇
金
木
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
 

〈
資本
的
収
支
予
算
〉
 

支
出
に
三
千
二
百
十
九
万
円

を
計
上
し
、
企
業
債
償
還
金
と

し
て
三
千
五
十
九
万
円
、
取
水

ポ
ン
プ
取
替
に
百
六
十
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
収

人
は
見
込
め
な
い
た
め
当
年
度

分
の
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

て
ん
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

老
人
保
健
 

歳
入
歳
出
と
も
四
億
二
干
四

百
十
五
万
円
を
計
上
し
、
七
十

歳
以
上

（
一
部
は六
十
五
歳
以

上
）
の
老
人
が
診
療
を
受
け
た

場
合
の
医
療
給
付
に
支
出
さ
れ

ま
す
。
 

(3）金木だよ‘) 

設置条例も決まり、町民の健康づくりの拠

点として活動がスタートした金木町保健セ

ンター 



倉 

智
也

（
光
正）
川
 

白
川
 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

日
曜
営
業
案
内
 

▽
4
月
2
2日
 

三
上
石
油

▽
5
月
1
3日
 

吉
万
石
油

▽
5
月
2
0日
 

黒
川
石
油

▽
5
月
2
7日
 

荒
関
商
店
 

5
21
2
3
7
0
 

5
31
2
5
3
4
 

5
31
2
7
3
2
 

5
31
3
1
2
5
 

瞳

（
一
雄
）
金
 
木
 

可
奈
（
一省
）金
 
木
 
お
し

あ
わ

せ
に
 

萌

（
貞男
）
喜
良
市
 

、
小
山
内
清
人
 
禽
志
）
嘉
 
瀬

南
美
（
政
昭
）
金
 
木
 
「

原
子
和
歌
子
（
文
男
）
弘
前
市
 

優
太
（
達
弘
）
金
 
木
 

、
三
上
 
克人

（俊
明
）
中
里
町

利
香
（
鉄
三
）
嘉
 
瀬
 
「
前
田
 
淳
子
（
芳
信
）
神
 
原
 

友
美
（
友
彦
）
喜
良
市
 

＞
ニー
 
ー
ミ
こ

β
ノ
i
一I
1
 

「z
ョ」
一一「
くl
、
 f
I
r
 

、
杉
山
 
一夫
（
一
郎
）
五
所市
 

公
嗣

（
文
則
）金
 
木
 
「

山
崎
 
雅
子
（惣
太
郎
）
金
 
木
 

智尋（由

一

）嘉 瀬 

伊

藤 準

（

弘行）

嘉 瀬 

嗣巳

（貢

）中

柏木 

棟方 碧（久幸

）喜

良市 

棟，伊
方 藤 

、 

3月31日現在 前月比

人口 14,349人 -84 

男 6,901人 一45 

女 7,448人 一39 

世帯数 3,888世帯 0 
	 ノ 

金
木
町
名
き
昌
町民
 

藤
元
一暴
嗣
氏
逝

去
 

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
在
住
の
名

誉
町
民
、
藤
元
嘉
嗣
氏
（
八
十

五
歳
）
が
、
さ
る
三
月
十
九
日

未
明
（
現
地
時
間
）
老
衰
の
た

め
逝
去
し
ま
し
た
。
 

氏
は
、
金
木
町
に
生
ま
れ
大

正
九
年
、
二
十
一
歳
の
と
き
ア

メ
リ
カ
に
渡
り
、
い
ろ
い
ろ
な

職
業
に
従
事
し
た
後
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
開
業
し
て
成
功
。
昭
和

二
十
五
年
か
ら
金
木
小
学
校
ゃ
 

戸
籍
の
窓
口
 

三
月
 

お
め
で
と
う
 

封
馬
  
裕
美
（
清

一
）
嘉

高
松
 
瞳

（
久
）
金

高
松
  
祐
介
（
久
）

金

水
口
  
雅
博

（
吉信
）
金

門
間
 
勇
樹

（勇
悦
）
金
 

中
学
校
、
金
木
高
等
学
校
な
ど

に
毎
年
の
よ
う
に
運
動
用
具
や

現
金
を
贈
り
続
け
、
町
で
は
四

十
九
年
三
月
、
金
木
町
名
誉
町

民
の
称
号
を
贈
り
、
奇
特
な
行
 

◇
金
木
 
本
町

廿
角
田
正
男

栄
町
廿
松
江
正
太
郎
 
田
町

廿

工
藤
サ
ダ
 
南
新
町
廿
竹
内
美

代
志
 
上
山
道
町
廿
白
川
昭
男
 

平
川

原
田

沢
田

葛
西

桑
田

阿
部

小
林

神
島

三
上

工
藤
 

為
を
た
た
え
ま
し
た
。
最
近
は

子
供
た
ち
も
独
立
し
た
た
め
事

業
を
引
退
し
、
夫
人
と
悠
々
自

適
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
も
の

で
す
。
 

遺
骨
は
五
月
中
旬
ご
ろ
、
遺

族
の
手
で
、
雲
祥
寺
に
あ
る
墓

地
に
埋
葬
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

中
山
道
町
一
区

ー
金
三
郎
 
中

山
道
町
二
区
廿
中
村
宗
一
 
下

山
道
町
・
小
野
元
靖
 
美
晴
町

一
区
廿
鳴
海
昭
治
 
美
晴
町
一
一
 

無
曇
護
鷺
電
相
 

（綴
熱
竺
罷
が
柳
 

、
吉
崎
 耕
市

（兼
雄
）
嘉
 
瀬
 

「
中
村
 
真
弓
（正
永
）
金
 
木
 

、
吉
田
 
俊逸
（
清
作
）
蒔
 
田
 

「
小
寺
美
穂
子

（
年実
）
中
里
町
 
 区

井
奈
良
光
男
 
昭
和
町

一
区

廿
津
島
金
太
郎
 
昭
和
町
二
区

廿
佐
々
木
男
治
 
神
明
町

一
区

廿
片
岡
八
千
雄
 
神
明
町
二
区
 

ー
前
田
孝
 
朝
日
町

一
区

ー
角

田
徳
太
郎
 
朝
日
町
二
区
廿
斉

藤
正
利
 
北
新
町
ー
長
尾
甚
五

郎
 
小
川
町
一
区

廿
新
岡
年

小
川
町
二
区
甘
野
呂
正
 
米
町

廿
香
山
広
秀
 
川
端
町
廿
長
尾

慶
治
 
寺
町
廿
藤
元
昭
造
 
東

芦
野
町

ー
小
笠
原
圭
司
 
西
芦

野
町
廿
阿
部
定
一
 
浦
町

ー
花

田
柾
五
郎
 
新
富
町
廿
成
田
隆
 

お

く
や
み
 

山
中
 
亀
一
 
（
8
5）
嘉
 
瀬

大
橋
兼
太
郎
 
（
7
1）
喜
良
市

原
田
 
春
光
 
（
3
6）
金
 
木

櫛
引
 
イ
ネ
 
（
5
6）
喜
良
市

八
木
橋
み
ど
り
（
5
0）
金
 
木

古
川
 
タ
ミ
 

（7
2）
喜
良
市
 

人
ロ
と
世
帯
 

守
 
若
松
町

一
区
什
沢
田
耕
作

若
松
町
二
区

廿
福
井
彬
二
 
若

松
町
三
区
廿
工
藤
達
則
 
若
松

町
四
区
廿
菅
原
長
六
 
見
崎
町

什
小
山
内
ト
シ
ェ
 
三
軒
町

ー
 

中
西
昭
治
 
上
沢
部
廿
津
島
喜

之
 
下
沢
部
廿
白
川
竹
治
 
旭

ケ
丘
一
区
井
北
沢
清
一
 
旭
ケ

丘
二
区
廿
原
田
正
光
 
大
東
ケ

丘
廿
鈴
木
定
五
郎
 
雲
雀
ケ
丘

団
地
・
工
藤
ュ
リ
ェ
 
芦
野
団

地
一
区
廿
西
村
正
男
 
芦
野
団

地
二
区
廿
白
川
浩
治
 
朝
日
団

地
廿
原
田
春
彦
 
上
蒔
田
廿
吉

田
賢

一
 
下
蒔
田
什
岡
田
喜
十

郎
 
神
原
廿
前
田
清
三
 
上
藤

枝
井
工
藤
善
四
郎
 
中
藤
枝

廿

工
藤
武
一
郎
 
下
藤
枝

廿
工
藤

良
村
 
湯
の
川
廿
成
田
重
雄

林
下

什
中
谷
豊
年
 
向
道
ー
田

中
長
昭
 
女
坂
廿
中
谷
孫
一
 

上
宇
田
野
ー
三
潟
正
行
 
下
宇

田
野
什
中
谷
幸
江
子
 

◇
嘉
瀬
 
雲
雀
野
団
地
廿
神

島
恵
子
 
東
町
廿
斉
藤
忠
英

上
小
栗
崎

ー
伊
藤
セ
チ
 
中
小

栗
崎
井
松
川
平
次
郎
 
下
小
栗

崎
廿
伊
藤
柾
衛
 
上
派
立
廿
花

田
き
み
江
 
中
派
立
ー
吉
崎
正

光
 
下
派
立
井
鎌
田
善
光
 
上

新
町
ー
今
哲
三
 
下
新
町
ー
今

兼
春
 
上
昭
和
町
廿
今
常
男

下
昭
和
町
廿
沢
田
茂
 
本
町

廿
 
 原

田
清
治
 
冷
水
廿
今
喜
代
治

車
町
井
山
中
将
 
畑
中
ー
山
中

伊
佐
男
 
後
町
廿
小
松
久
次
郎

上
古
町
廿
須
崎
金
成
 
下
古
町

什
鳴
海
為
之
助
 
新
誠
町
廿
今

清
 
新
提
町

一
区

廿
小
野
留
雄

新
提
町
二
区
廿
斉
藤
鉄
美
 
上

鍛
冶
町

ー
原
田
金
四
郎
 
下
鍛

冶
町

‘
神
島
恵
之
助
 
上
中
柏

木
ー
小
山
内
武
之
進
 
下
中
柏

木
ー
原
田
僚
 

◇
喜
良
市
 
更
生
部
落
ー
菊

池
良
治
 
西
岩
見
町
廿
桑
田
直

一
 
東
岩
見
町

ー
宮
崎
与
太

林
町

甘
桑
田
清
三
郎
 
野
崎

ー
 

宮
崎
初
太
郎
 
北
本
町
廿
西
村

晃
一
 
上
派
立
廿
桑
田
邦
夫

下
派
立
廿
三
上
菊
次
郎
 
南
本

町
・
三
上
修
二
 
上
柏
木

廿

中
村
園
家
 
下
柏
木
廿
中
村
利

宗
下
町

廿
今
清
作

川
端
町

廿

今
重
雄
 
双
葉
町
廿
工
藤
伸
輝
 

金木だよ‘) (4) 

行
政
協
力
委
員
決
ま
る
 


